
18歳以下の子どもなら誰でも利用できる子ども食堂です。高齢女性
の体操の会（コスモスグループ）が、得意な調理の腕を活かして高齢者と子どもの交流の場を
つくっています。

百歳体操グループメンバーが
担い手の「子ども食堂」
こども食堂コスモス ［福島県本宮市］

「いきいき百歳体操」は本宮市の介護予防の取り組みのひとつ。コスモスグループは百歳体操受講後の自
主グループとして生まれ、同じメンバーが子ども食堂を運営しています。
百歳体操は毎週金曜日。朝から10名ほどが集まり、体操の後は手作りのサンドイッチやすいとんなどで早

い昼ごはん。このごはんの時間が翌日の子ども食堂の打ち合せの場になります。子ども食堂のメニューを確
認し、午後にはメンバーが運転する車でスーパーへ買い物に行き仕込みを行います。
献立づくりや調理は代表の浦井さんの保育所の調理員時代の経験や、人が来れば手作りの食事でもてな

してきたメンバーたちの主婦の経験が生かされています。寄付で集まった食材での調理もお手のものです。
１回の子ども食堂で60人前のお弁当を作ります（コロナ禍以降はお弁当配布に切り替え）。コロナ禍前は
40人以上が集まって食事を共にしていました。
モットーは「できることを、できるメンバーがする」。だれもがやりたいと思った時にできる、出番づくりを心
がけています。

出番・役割

運営の様子や特徴

アセットのつながり

カギとなるアセット

こんな活動

活動を支えるアセット

⑴いきいき百歳体操
本宮市が推進しているおもりをつかった30分程度の筋力運動プログラムで、市は説明会や立ち上げ支援を行

い、おもりとDVDを貸し出しています。
コスモスグループの百歳体操の特色は体操の後軽食の時間があること。浦井さんは、集まることが第一の目的で、

人の集まりには飲食が欠かせないと考えました。体操のあとはゆっくり1時間食事をしながらおしゃべりを楽しみます。
この食事の時間が子ども食堂立ち上げの相談の場になりました。

⑵ふくしまこども食堂ネットワークによる支援
こども食堂コスモス立ち上げのきっかけとなったフォーラム「子ども食堂で地域は変わる」を主催したのが「ふく

しまこども食堂ネットワーク」です。
ネットワーク事務局の宮川さんは、子ども食堂立ち上げ直後にコスモスの拠点を訪問し、助成金や寄付物資に
ついてのアドバイスをしました。助成申請に不慣れなコスモスに対しては、書類をダウンロードしてFAXするなど
の手伝いもしています。県内でも「コスモス」は最高齢メンバーによる活動団体で、60代70代の会員を元気づけ
る存在でもあります。

⑶市や社協の支援と、子ども食堂補助金の制度化
活動開始にあたって浦井さんは社会福祉協議会、市役所にも相談に行きました。社協はチラシの作成と2つの
小学校での配布、市役所子ども福祉課はチラシの印刷で協力しています。
市では子育て支援に力を入れていて、2021年度には子ども食堂に対する補助金（子ども食堂活動運営補助事業補

助金。月1回以上、1回に10食以上、学区を越えた活動をしている団体に対して1回につき10,000円）ができました。
行政の支援を基盤として、商工会が、子育て世帯や生活困窮者、子ども食堂への支援を目的に、市社協と「フー

ドバンク事業協定」を締結しました。年２回程度、会員企業から食品等を募り、社協に提供する取り組みです。これ
により、子ども食堂への食材支援のルートができました。

事例紹介
① 食

基 本 情 報

［名　　称］こども食堂コスモス
［住　　所］福島県本宮市本宮字下町

36番地
［開催場所］（お休み処コスモス）代表が所

有する店舗物件
［運営団体］コスモスグループ
［代　　表］ 浦井カツ子
［開設・営業開始］ 2019年12月

［活動概要］
・子ども食堂（現在は弁当配布）土曜月２回 11:00-14:00
参加費 18歳以下無料・大人300円
食　数 子ども用40食、その他20食、計60食を用意

・いきいき百歳体操
百歳体操 金曜月４回 10:00-10:30 体操、10:30-11:30
軽食とおしゃべり 参加費200円
おもりを使った約30分の筋力運動プログラムの自主活
動。DVDを見ながら行う。

情報・
ネットワーク

人 ・代表で拠点オーナーの浦井さん（保育園給食調理の経験がある）
・いきいき百歳体操のメンバー

モノ・資金
・本宮市こども食堂運営補助金（子ども福祉課。1回1万円。2021年度より）
・「ふくしま子ども食堂ネットワーク」からの情報で企業からの食品の寄付を受けている。
・メンバーが持ち寄る野菜や果物　　・地元商工会から商品券の寄付

場 ・お休み処コスモス（街道沿いの店舗物件。宅配ピザ店が撤退したのち浦井さんが食堂として使えるように整備した）

・本宮市社会福祉協議会（チラシの作成、小学校での配布、町会での配布）
・ふくしま子ども食堂ネットワーク（助成金や寄付の情報、県内）
・認定NPO法人ふくしまNPOネットワークセンター（子ども食堂立ち上げ時の相談と先輩団体の紹介）
・本宮市保健福祉部子ども福祉課
・本宮市保健福祉部高齢福祉課（いきいき百歳体操を通じた連携）

コスモスグループの拠点「お休み処コスモス」は、代表の浦井さんが所有する店舗物件で、JR本宮駅近くの中心街、奥州
街道沿いにあります。2016年にこの店舗が空いた時に「地域のみんなの居場所にできないか」と考え、仲間15人と「百歳体
操コスモス」を立ち上げ健康体操を始めました。
浦井さんは保育所調理員の仕事を定年まで勤めあげ調理師免許もとりました。退職後は地域の子どもたちのためにでき

ることをしたいと考えていたところ、2018年に郡山市で行われたフォーラムで子ども食堂の講演を聞き、子ども食堂に興味
を持ちました。
2019年、台風による大雨で阿武隈川が氾濫し本宮市中心街が水害に見舞われました。地域の暮らしも様々な影響を受

ける中、このようなときだからこそと立ち上げに向けて本格的に動き出しました。

活動の背景
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発想を広げる
アセット活用アイデア 5
地域活動が活性化していくには、幅広い世代が担い手や参加者としてつながっていくことが求

められます。お互いの違いを認めあう多様性が生まれ、新しい気づきを育んでくれる良さがありま
す。しかし、実際には、若い人たちとどこで出会えばいいのかわからない、どんな活動をすると多世
代の活動になるのかわからないなどの声を聞きます。多世代がつながるためには、どんな工夫が必
要でしょうか？

この課題解決のアイデアを話しあいました。

多世代がつながるための工夫は？

「子どもの支援」をまん中においた活動は、子どもたちの親や、学校、地域の商店や企業を巻き込んだ
活動として発展していくことが多いです。また、高齢者が子どもの支援に関わることで、介護予防・社
会参加・生きがいづくりにつながります。子どもから高齢者が助けられる場面も生まれ、お互いに支え
たり、支えられたりすることで、多世代が関わる活動になっていくと思っています。

また、相互支援の関係づくりができている活動においては、すでに多様な世代が何らか関わっている
ことが多いと思います。「利用者、活動者、協力者、支援者」等、関わり方に違いはあれ、共通の活動の
なかで「何気ない助かること」を出しあうことを奨励してはいかがでしょうか。助けられる場面が多く
なることで、多様な役割が生まれます。助けられる場面が増えることで、支援者という役割を設けなく
ても運営できるようになると、どんな人でも関わりやすくなると思います。

そうですよね、子どもの活動に関われるといいですよね。若い人や子どものつながりがない団体は、
後継者問題を抱えていることを「強み」として活かし、地域の親子を対象としたイベントに取り組んだ
り協力したりすることで、次の展開が生まれることもあると思います。

今まで関わりのない世代と出会うには、今ある活動を変化させることも大切だと思っています。例え
ば、自治会等で多世代の意見を聞くワークショップを開催してみてはいかがでしょうか。若い人から
「こんなことやりたい」という意見が出たら、自治会と協力して「やってみる」ことも良いのではないで
しょうか。
新しい活動にチャレンジする機運をつくることで、何かが生まれてくるのではないでしょうか。

後継者問題や次世代育成の解決策として、若い人材を自らの団体スタッフに誘うことを考えがちです
が、自分の団体ではなくとも、同様の活動を立ち上げた新規団体を地域の後継者として認める考え方
も大切だと思っています。

大学研究者

発想を広げる
アセット活用アイデア 4

地域には「子どものために何かしたい」と考える人は多く、「学校と連携できないか」という意見は
よく聞かれます。一方で、子どもの安全安心を守る視点から考えると、学校側が広く誰でも受け入
れることに躊躇することも理解できます。
このような中で、学校と連携するにはどこから始めるといいでしょうか？

この課題解決のアイデアを話しあいました。

下小モーニングの活動は、地域の民生・児童委員や食生活改善推進員、ボランティア活動をしているメン
バーが長い間地域に貢献し、また学校とも顔がつながる関係が構築されている上で実現している活動です。

学校と連携するには？

まずはPTAの人と知りあいになることから始めましょう。PTAがない時は、学校を取り巻く子ども関
連の施設や事業所（児童養護施設、幼稚園・保育園、学童クラブ等）の人と知りあいになりましょう。知
りあいになった上で「子どものためにできることがあるか」を相談し、一緒に考えてみるのが良いと思
います。

助けを求めてきた子どもを保護する「子ども110番の家」への協力依頼で、PTAの人が訪ねてくるこ
とがありますね。

協議体メンバーの中には、ご自身がPTAや学校評議員のような、学校にかかわりのある方もいらっ
しゃいます。そういった方は、地域住民として学校運営に参画していますので、一度相談してみるのも
良いと思います。

団体の活動に学校の協力が必要と思っても、今の学校は本当に多忙で活動に協力するその余裕はな
いことが多いです。そこで、まずは団体の強みが活かされる領域で「学校が抱えている困りごと・取り
組もうとしていること」に協力することから始められないでしょうか。困りごとを手伝ったり頼りになる
協力者からの相談には、学校側もきっと耳を傾けてくれるようになるでしょう。

そうですね。そのような機会も含めていろいろな場面で、学校関係者とお友だちになるための「ひと
手間」を惜しまないことが大切です。

防災に関しては、学校と地域が一緒に取り組みやすいテーマです。具体的には、地域防災訓練を学校
にも関わってもらうことから相談してみると良いのではと思います。
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事例から、わがまちの食支援活動を考えよう！

ご紹介した11の事例はいかがでしたでしょうか。
「この活動いいな～」「やってみたい！」と思ったものはありましたか？
ここでの事例を参考に、あなたのまちでもぜひ食に関連する活動の立ち上げや活性化に取り組んで
いきましょう。
職場の仲間や住民の方々と一緒に楽しくおしゃべりをしながら、以下の項目を考えてみてください。

このガイドブックの中で、気になる事例はありましたか？1

気になった事例のアセットを
書き出してください。
（ガイドブックの「カギとなるアセット」
参照）

3

わがまちのアセットを活用して、どんな活動ができそうですか？
活動のキャッチコピーを考えてください。
（ガイドブックの「事例紹介のタイトル」参照）

5

３のアセットを、わがまちに当てはめると
したらどんなものがあるでしょうか？
（ガイドブック「発想を広げるアセット活用
アイデア」の関連ページも参照）

4

１で書いた事例は、どんなところが気になりましたか？2

情報・
ネットワーク

モノ・資金

場

人

情報・
ネットワーク

モノ・資金

場

人
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操コスモス」を立ち上げ健康体操を始めました。
浦井さんは保育所調理員の仕事を定年まで勤めあげ調理師免許もとりました。退職後は地域の子どもたちのためにでき

ることをしたいと考えていたところ、2018年に郡山市で行われたフォーラムで子ども食堂の講演を聞き、子ども食堂に興味
を持ちました。
2019年、台風による大雨で阿武隈川が氾濫し本宮市中心街が水害に見舞われました。地域の暮らしも様々な影響を受

ける中、このようなときだからこそと立ち上げに向けて本格的に動き出しました。

活動の背景
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主体▶どんな人たちが

対象・目的▶だれのために、なんのために

内容▶どんなやり方で何をするのか

事例① 百歳体操グループメンバーが担い手の「子ども食堂」　こども食堂コスモス

事例③「調理ボランティアの派遣」活動を創出して、地域サロン応援　サロンで調理ボランティア

事例④ 団地の空き店舗で「食品販売と日替わり定食提供」　UR公田町団地「いこい」

事例⑤ 食を介してゆるやかなつながりを築く場所　ここめし／ここめし女子会

事例⑥ 地域のシニアボランティアが「朝食サービス」で子どもの育ちを応援　下小モーニング

事例⑦ 赤ちゃんから高齢者まで、「世代間交流があるダイニングサロン」　介護予防サロン福蝶とキッズカフェ

事例⑧ 買い物困難地域の生活を支える「移動販売車」と地域交流　上郷東連合町会 移動販売車

事例⑨ コロナがきっかけで生まれた「動く会食会・青空カフェ」　キッチンカーdeあおぞらカフェ

事例② 江戸時代の登録文化財“足軽の家”で「シニア男性が運営する子ども食堂」　足軽子ども食堂

「農家の女性たちがつくるふるさとの料理」で地域活性　十和おかみさん市事例10

「日替わりカフェオーナー」の仕組みがつくる新たな地域のつながり　わっくCafé事例11

5150


